
新体制のご紹介
たかだ けんたろう

髙田 顕太郎耳鼻咽喉科 部長

◆ プロフィール ◆

• 2009年 埼玉医科大学 卒業

• 2011年 横浜市立大学 耳鼻咽喉科・頭頚部外科 入局

• 市民総合医療センター、県立こども医療センターなどで、

地域医療に従事。

• 横浜市立大学大学院・医学研究科博士課程

［2021年 甲号博士取得］ を経て、

• 2016年より横浜市立大学附属病院、2023年より

県立こども医療センター、2026年4月より当院。

• 医学博士 （頭頚部生体機能・病態医科学）

• 日本耳鼻咽喉科頭頚部外科学会 専門医・指導医

• 〃 補聴器相談医・補聴器適合判定医

• 難病指定医

◆ 認定資格など ◆

耳鼻咽喉科

県内11病院
（2026年1月時点）

2026年4月 部長交代

髙田部長が

引き継ぎました

2025年度

552件
手術実績

鼻
309件
56％

耳
151件 27％

鼓室形成術 41件

鼓膜穿孔閉鎖術 40件

乳突削開術 27件

顔面神経減荷手術 4件

ほか

長年、当院耳鼻咽喉科を率いてこられた

中川千尋医師が退任し、髙田顕太郎医師が

部長職を引き継ぎ、総勢4名体制となりました。

当院は長年、耳科手術実績が横浜市内でも

多いことを特徴としています。

今後も、今まで同様、県下でも数少ない

「耳科手術指導医制度認可研修施設」 とし

て、真珠腫性中耳炎に対する鼓室形成術等

をはじめとする耳科手術を実施できる体制

を整えています。

髙田部長と、2020年より当院で診療してい

る森下医師（医長・日本耳鼻咽喉科頭頚部外科学

会 指導医）を中心とし、若手医師2名の常勤

医に加え、診療レベルを維持し、今まで以上

に地域医療に貢献できるよう邁進してまい

ります。 （アブミ骨手術、内耳窓閉鎖術、外耳道形成手術 など）
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